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編

弘前城築城 400 年祭まで弘前城築城 400 年祭まで

あと 日あと31日
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 特　集

弘前市顕彰 ･･････････････････････････
●市　政／行革大綱改訂版（原案）へのパブコメを募集･･･

　　　　　「弘前市アクションプラン2010」を策定

　　　　　　図や表で見る市の財政 ほか

●お知らせ／催し、教室など ･････････････････

●健　康／いのちを守りたい、健康ですか ･･･････

■光浴びてさらに色鮮やかに

　10 月 22 日から 11 月 20 日まで、弘
前公園の紅葉がライトアップされまし

た。赤や黄色に色づいた木の葉が堀の

水面に写り込む幻想的な世界に、訪れ

た市民もうっとりした様子を見せてい

ました。今年も残すところ１カ月。短

い秋が過ぎ、冬本番を迎えます。
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市
で
は
、
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
現
在
、
本
年
10
月
に
策
定
し
た
「
弘
前
市

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」
と
の
整
合
性
を
と
る
た

め
、「
第
２
次
弘
前
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
改
訂
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
提
案
を
募
集
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
手
続
き
）
を
実
施
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

12
月
１
日
〜
27
日

（
必
着
）

▽
大
綱
改
訂
版
（
原
案
）
の
閲
覧

方
法

○
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
次
の
場
所
で
閲
覧
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
15
分
）

　

人
事
課
事
務
管
理
担
当
（
市
役

所
６
階
）
／
岩
木
総
合
支
所
総
務

課
（
賀
田
１
丁
目
）
／
相
馬
総
合

支
所
民
生
課
（
五
所
字
野
沢
）
／

市
民
課
駅
前
分
室
（
土
手
町
分
庁

舎
内
）
／
市
民
課
城
東
分
室
（
末

広
４
丁
目
、
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

内
）
／
各
出
張
所

▽
対　

象

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
に
事
務
所
等
を
有
す
る
人

ま
た
は
団
体
な
ど

③
市
内
に
勤
務
す
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

⑤
当
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
人
、
ま
た
は
寄
付
を
行
う
人

⑥
本
大
綱
改
訂
版
（
原
案
）
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人

▽
提
出
方
法　

指
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
様
式
は
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け

て
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

①
郵
送
…
〒
036
・
８
５
５
１
、
上

白
銀
町
１
の
１
、
人
事
課
あ
て

②
人
事
課
事
務
管
理
担
当
へ
直
接

持
参

③
フ
ァ
ク
ス
…
35
・
１
１
０
５

④
Ｅ
メ
ー
ル
…jinji@

city.hirosaki.
lg.jp⑤「

わ
た
し
の
ア
イ
デ
ア
ポ
ス
ト
」

へ
投
函
…
市
役
所
総
合
案
内
所
、

岩
木
総
合
支
所
総
務
課
、
相
馬
総

合
支
所
民
生
課
、
市
民
課
駅
前
分

室
・
城
東
分
室
、各
出
張
所
に
設
置

※
記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
、
意

見
と
し
て
受
け
付
け
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
話
な
ど
口
頭
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

▽
意
見
の
公
表
な
ど　

寄
せ
ら
れ

た
意
見
な
ど
は
、
大
綱
改
訂
の
参

考
と
す
る
ほ
か
、
後
日
集
約
し
、

住
所
・
氏
名
を
除
き
、
対
応
状
況

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
個
別
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
事
務

管
理
担
当
（
☎
35
・
１
１
７
０
）

ジ
か

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

第
２
次
弘
前
市
行
政
改
革
大
綱
改
訂
版（
原
案
）へ
の

第
２
次
弘
前
市
行
政
改
革
大
綱
改
訂
版（
原
案
）へ
の

　都市計画道路変更原案の閲覧

　および公聴会の開催について

　県と市では、人口減少・高齢社会の進行など、
近年の社会情勢に対応した都市計画道路計画と

するため、未整備路線を対象とした計画の見直

しを進めています。

　このたび、廃止する 12 路線のほか、廃止に
伴う幅員の変更や車線数の決定などに係る都市

計画道路変更原案を作成しましたので、都市計

画法に基づき市民の皆さんから意見を募るた

め、原案の閲覧および公聴会を開催します。

【原案の閲覧】

▽と　き　12 月２日～ 15 日の午前８時半～
午後５時 15分（土・日曜日を除く）
▽ところ　青森県県土整備部都市計画課都市計

画・景観グループ（青森市長島１丁目、県庁東

棟６階）および市都市計画課計画係（上白銀町、

市役所５階）の窓口

※原案は県のホームページ（http://www.pref.

aomori.lg.jp/kotsu/build/tetsuduki.html）および市

のホームページ（http://www.city.hirosaki.aomori.

jp/gyosei/keikaku/toshikei_douro/index.html）でも

閲覧できます。

【公聴会】

▽と　き　12月 20 日（月）、午後６時半～
▽ところ　市役所２階大会議室

▽公述の申し出　公聴会に出席して、意見を述

べたい人は、あらかじめ問い合わせの上、12
月２日～ 15 日（必着）に公述申出書を提出し
てください（土・日曜日を除く、午前８時半～

午後５時 15分）。
※ 12 月 15 日までに公述の申し出がない場合
は、公聴会の開催を取りやめますので、傍聴を

希望する人は事前にお問い合わせください。

■問い合わせ・公述申出書提出先　青森県県土

整備部都市計画課都市計画・景観グループ（☎

青森017・734・9681）／市都市計画課計画係（☎
35・1134）

産
業
、
経
済
等
の
振
興
に
貢
献

産
業
、
経
済
等
の
振
興
に
貢
献

教
育
、
文
化
等
の
振
興
に
貢
献

教
育
、
文
化
等
の
振
興
に
貢
献

宮
川　

正
道
さ
ん 

（71）

　

農
業
団
体
の
運
営
に
指
導
力
を
発
揮
す
る
と
と

も
に
、
組
合
員
の
生
産
意
欲
と
所
得
の
向
上
に
努

め
、
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ヒ
ロ
サ
キ
バ
レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
青
山　

洋
子　

代
表
）　　
　

　

洋
舞
レ
ベ
ル
の
向
上
を
は
じ
め
、
常
に
芸
術
性

の
高
い
舞
台
の
演
出
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極

的
な
公
演
活
動
を
通
し
て
、
文
化
芸
術
活
動
の
発

展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

弘
前
オ
ペ
ラ

（
須
郷　

祐
一　

会
長
）　

　

公
演
活
動
を
通
じ
て
市
民
に
優
れ
た
芸
術
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
や
オ
ペ

ラ
の
啓
発
に
努
め
、
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
に
寄

与
し
ま
し
た
。

土
岐　

清
さ
ん 

（81）

　

伝
統
技
法
の
継
承
に
努
め
、
竹
製
組
ね
ぷ
た
を

製
作
す
る
と
と
も
に
、
ね
ぷ
た
絵
も
自
ら
手
掛
け

る
な
ど
、弘
前
ね
ぷ
た
の
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

吉
澤　

テ
ツ
さ
ん 

（78）

　

書
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
指
導
者

の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
関
係
団
体
の

先
頭
に
立
ち
、
広
く
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
寄

与
し
ま
し
た
。

吉
村　

年
魚
子
さ
ん 

（76）

　

茶
道
の
普
及
・
啓
発
と
後
継
者
の
育
成
に
取
り

組
み
、
ほ
か
の
茶
道
関
係
団
体
と
の
結
束
に
努
め

る
な
ど
、
広
く
芸
術
文
化
活
動
の
発
展
に
寄
与
し

ま
し
た
。

坂
本　

伸
一
郎
さ
ん 

（78）

　

学
校
耳
鼻
科
医
と
し
て
児
童
・
生
徒
の
健
康
管

理
や
健
康
教
育
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
一
体
と
な
っ
た
保
健
活
動
の
推
進
に
寄

与
し
ま
し
た
。

平成２２年度

　

平
成
22
年
度
の
「
弘
前
市
顕
彰
」
の
式
典
が
、
11
月
26
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、多
年
に
わ
た
り
、市
政
の
進
展
や
産
業
、経
済
の
振
興
、

教
育
、
文
化
の
振
興
な
ど
に
尽
力
し
た
人
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で

す
。
３
回
目
と
な
る
本
年
度
は
、
５
個
人
と
２
団
体
が
晴
れ
の
栄
誉
に

輝
き
、
顕
彰
式
典
で
は
、
顕
彰
状
と
金
色
に
輝
く
卍
（
ま
ん
じ
）
を
あ

し
ら
っ
た
ヒ
バ
の
盾
が
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆

さ
ん
の
業
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
生
か
し
ま
せ
ん
か

2
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子ども達の笑顔あふれる弘前づくり

「弘前市アクションプラン
　　　　　　    2010」を策定

７市職員のパワーを引き出し、市役所の仕事力を高めます
主な数値目標　職員の仕事ぶりの市民満足度を高めます…基準値（H21）63.1％→目標値（H25）70.0％
主 な 事 業　窓口改革事業／職員地域活動参加促進事業／職員提案政策研究事業

６津軽地域の中核都市として、近隣市町村との連携強化を図ります
主な数値目標　平成 23年 10月までに、定住自立圏形成協定（弘前市と近隣市町村）の締結を目指します。

主 な 事 業　定住自立圏共生ビジョン策定事業／合併戦略プロジェクト推進事業

５命と暮らしを守ります
主な数値目標　自殺者数 48人以下を目指します…基準値（H18）58 人→目標値（H25）48 人以下

主 な 事 業　がん検診受診推進事業／心の健康づくり事業／障がい者福祉相談支援事業

４子育てするなら弘前で、を目指します

主な数値目標　合計特殊出生率（女性１人が生涯に産む子どもの数）

　　　　　　　1.30 を目指します…基準値（H15 ～ 19 平均）1.19 →

　　　　　　　目標値（H20 ～ 24 平均）1.30
主 な 事 業　（仮称）子育てスマイル（住まいる）アップ補助事業

　　　　　　　／トワイライトステイ（夜間養護等）事業

（１）

（２）
主な数値目標　青森県学習状況調査における通過率順位３位以内を目指します。小学校５年生…基準値

　　　　　　　（H21）７位→目標値（H25）３位以内／中学校２年生…基準値（H21）５位→目標値（H25）
　　　　　　　３位以内

主 な 事 業　小学校少人数（33 人）学級拡充事業／「目指せ日本一・世界一」弘前の才能育成アク

　　　　　　　ションプログラム策定事業／大学連携推進事業

　

プ
ラ
ン
で
は
、「
７
つ
の
約
束
」

を
体
系
の
柱
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
と
課
題
、
め
ざ
す
姿
（
数
値

目
標
）を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
策

ご
と
に
、
事
業
の
実
施
内
容
、
活

動
量
指
標
、
年
度
別
の
工
程
、
概

算
所
要
額
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、「
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
ー
・
チ
ェ

ッ
ク
・
ア
ク
ト
」、
い
わ
ゆ
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
実
行
・
進

行
管
理
を
行
い
ま
す
。
施
策
の
取

り
組
み
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
民

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
基
に
点

検
・
評
価
し
ま
す
。

　

評
価
の
方
法
は
、
自
己
評
価
に

加
え
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
第

　

４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、葛
西
市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に『
子
ど
も

達
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
弘
前
づ
く
り
』に
向
け
た
「
７
つ
の
約
束
」
と
「
１

０
３
の
施
策
」
を
掲
げ
、そ
の
実
行
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
約
束
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
政
策
を
、
迅
速
か
つ
着

実
に
実
行
す
る
た
め
に
、
弘
前
市
総
合
計
画
の
実
行
計
画
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
と
し
、
今
回
、『
弘
前
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
０
』（
計

画
期
間
平
成
22
年
度
〜
25
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
市
民
一
丸
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
者
評
価
を
実
施
し
、
結
果
を
公

表
す
る
な
ど
透
明
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、評
価
の
結
果
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
、
社

会
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
新
た
な
施
策
の
補
充
や
見
直

し
を
柔
軟
に
行
い
、『
進
化
・
成
長
』

す
る
プ
ラ
ン
と
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
の
詳
細
は
次
の
場
所
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

３
階
）
／
岩
木
総
合
支
所
総
務
課

（
賀
田
１
丁
目
）
／
相
馬
総
合
支

所
総
務
課
（
五
所
字
野
沢
）
／
各

出
張
所
／
市
の
主
な
施
設

※
な
お
、
出
前
講
座
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画

担
当
（
市
役
所
３
階
、
☎
35
・
１

１
２
３
）

１市民主権システムを実現します
主な数値目標　市民と行政が同じ目的を持ち、パートナーとしてまちづくりに取り組んでいると思う市
　　　　　　　民の割合を増やします…基準値（H21）13.0％→目標値（H25）25.0％
主 な 事 業　市民参加型まちづくり１％システム事業／市長車座ミーティング、車座ランチ事業／市
　　　　　　　民参画担当チーム設置

２ひろさき農業・産業おこしに取り組みます

（１）

主な数値目標　観光客入込数 1,000 万人を目指します…基準値（H20）716 万 2,000 人→目標値（H25）
　　　　　　　1,000 万人
主 な 事 業　弘前感交劇場推進事業／白神山地観光活用推進事業／インバウンド（外国人旅行者誘客）
　　　　　　　対策事業

（２）

【農業振興】

【観光振興】

３魅力あるまちづくりを進めます
主な数値目標　弘前が住みよいと思う市民の割合を 60％に増やします…基準値（H21）50％→目標値

　　　　　　　（H25）60％
主 な 事 業　道路維持作業地域支援事業（除雪充実）／岩木・相馬地区活性化推進事業／街なかカラス

　　　　　　　対策事業

【子育て】

【人づくり】

主な数値目標　農業産出額 400億円を目指します…基準値（H18）
　　　　　　　377 億 1,000 万円→目標値（H25）400 億円
主 な 事 業　りんご園改植事業／学校給食賄材料地元産品利用
　　　　　　　促進事業／米粉需要アップ促進事業

２ひろさき農業・産業おこしに取り組みます

主な数値目標　施策の取り組みによる新規雇用 350 人を目指します。

主 な 事 業　仕事おこし推進事業／ BUYひろさき運動推進事業／起業家支援事業

（３）【商工業振興】

約
束

約
束

約
束

約
束

約
束

約
束

約
束

約
束

７つの約束の概要７つの約束の概要７つの約束の概要

プ
ラ
ン
の
内
容

プ
ラ
ン
の
推
進
方
法

プ
ラ
ン
の
公
表
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21年度 決算の状況
（平成 21年４月１日～平成 22年３月 31日）

■歳出総額　749 億 5,456 万円

　一般会計は、市税などの自主財源と、地方財
政の均衡を図る目的で、その財源保障として国
から交付される地方交付税などの依存財源で運
営され、福祉や都市基盤整備、教育など、暮ら
しを支える基本的な行政サービスに使われてい
ます。

　弘前市の21年度の決算は、歳入総額が756億
7,118万円（右グラフ）、歳出総額が749億5,456
万円（下グラフ）で、残りの7億1,662万円は
22年度に繰り越しました。
　歳出については、性質別（右下）と目的別（下）
に、２つのグラフで表しています。
　性質別は歳出をその性質によって分類したも
のです。扶助費、人件費、公債費は支出が義務付
けられているもので、義務的経費と呼ばれます。
また建設工事など行政水準の向上に直接関係す
るものは投資的経費とされ、このような分類を
することで、市全体での経費の構造を知ること
ができます。しかし、性質別では仕事の内容ま
では分かりません。そこで、目的別では歳出を仕
　　　事の内容（目的）によって分類し、各部
　　　局ごとの経費の比重を見ています。

■歳入総額　756 億 7,118 万円

一般会計一般会計一般会計一般会計

　弘前市の会計は、その性格により一般会計、特別会計、企業会計の３つ
に分けられます。
　「一般会計」は、基本的な行政サービスに使われるもので、市のお金の流
れの中心となるものです。「特別会計」は、特定の収入がある事業を行う場
合に、一般会計とは分けて経理されるもので、国民健康保険事業などがこれ
に当たります。また「企業会計」は、企業として独立した事業に関するもの
で、弘前市では、水道事業と下水道事業と病院事業の３つがあります。
　財政特集では、それぞれの平成 21年度の決算状況および 22年度の執行
状況をお知らせします（図表の数値はすべて、１万円未満を四捨五入して
いるため、合計額が合わない項目があります）。

弘前市のお金は、３つのお財布（会計）で管理

市の財政市の財政市の財政市の財政
■問い合わせ先　総務財政課財政係（☎35・1110）
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これだけは知っておきたい！ 財政の基礎用語

21年度 主な建設事業

◎町会集会所設置事業等補助金
2,100万円

◎（仮称）北児童センター建設事業
1億4,855万円

◎私立保育所整備事業費補助金
6,299万円

◎埋立処分場整備事業　2,265万円

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

◎新西部学校給食センター建設
　事業　　　　　16億2,661万円
◎中学校建設事業

2億0,242万円

教 育 費

◎弘前駅前北地区土地区画整理
　事業　　　　　6億7,294万円
◎地方道改修事業
　　　　　　　　4億5,750万円
◎弘前駅城東口緑地整備事業
　　　　　　　　3億9,000万円
◎都市計画街路改良事業
　　　　　　　　3億6,473万円

土 木 費

◎鷹揚公園整備事業　
1億5,281万円

◎岩木山山頂トイレ整備事業　
2,703万円

◎消防屯所等整備事業
8,986万円

◎消防自動車整備事業
8,300万円

商 工 費

消 防 費

具
体
的
な
使
い
道
は
…

◎氷温帯利用設備整備事業費補助
　金　　　　　　1億2,035万円
◎樹園地等農道網整備事業
　　　　　　　　1億1,946万円
◎高品質りんご安定出荷体制強化
　事業費補助金　 9,880万円
◎林道整備事業　　  7,085万円

農林水産業費

●●● 財政特集　「図や表で見る市の財政」
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弘前さん一家の家計簿弘前さん一家の家計簿弘前さん一家の家計簿弘前さん一家の家計簿
　弘前市では、毎年財政状況についてお知らせして
いますが、「用語が難しい」「ケタが大きすぎてイメ
ージがわかない」など言われることがあります。そ
こで、もっと分かりやすく、身近に感じてもらうた
めに、平成 21年度の一般会計決算（６ページに掲載）
を一般家庭の家計簿に置き換えてみました。

　弘前さん一家は４人家族。
　会社員のお父さんと、パ
ートで働くお母さん、そし
て子どもが２人。お兄ちゃ
んは大学生で、妹は小学生
です。

例えば、弘前市を一般家庭とすると・・

●お父さんが働いて稼いだお給料で
　す。

●お母さんは家計を助けるためにパ
　ートをしています。

●お父さんとお母さんのお給料のほ
　かに、おじいちゃん・おばあちゃ
　んから援助してもらっています。

●みんなのお金を合わせてもまだ足
　りないため、貯金も少し下ろしま
　した。

●車を購入するために、ローンも…。

●前の年の残りがありました。

■この年の収入は 757 万円でした。

●家族の食費。

●病院代や薬代。これで元気回復！

●水道・ガス、電気代など。

●大学生のお兄ちゃんは東京で一人暮らし。
　仕送りをしました。

●税金や保険料、町会費などもかかります。

●ローンを組んでいるので、返済しなくっちゃ。

●生活を便利にするため、自家用車を購入
　しました。

●将来のために、貯金もしました。

■この年の支出は 750 万円でした。
　収入（757 万円）との差額の 7 万円は、
　次の年に使います。

　このように、弘前さんの家庭では、家族で
稼いだお金（市税、諸収入など）だけでは支
出のすべてを賄うことができません。
　そのため、親からの援助（地方交付税な
ど）や借金（市債）がどうしても必要な状
況にあるのです。

収  入収  入

項　　目 金　　　額 決算上の区分

給 与 収 入 196 万円 (196億4,832万円) 市税

パ ー ト 収 入 56万円 ( 56億0,828万円)
諸収入、使用料
及び手数料など

親 か ら の 援 助 436 万円 (436億0,538万円)
地方交付税、国
庫支出金、県支
出金など

貯 金 取 り 崩 し 08万円 ( 07億5,724万円) 繰入金

ロ ー ン 55万円 ( 54億7,500万円) 市債

繰 越 金 6万円 ( 5億7,696万円) 繰越金

合 計 757 万円 (756億7,118万円)

＊ 21 年度一般会計の歳入を

　置き換えたものです

＊ 21年度一般会計の歳出（性質別）

　を置き換えたものです

項　　目 金　　　額 決算上の区分

食 費 102 万円 (102億1,873万円) 人件費

医 療 費 165 万円 (164億7,998万円) 扶助費

光 熱 水 費 79万円 ( 79億0,585万円) 物件費

仕 送 り 41万円 ( 41億1,817万円) 繰出金

税 金、 保 険 料、
町会費など　　

173 万円 (173億1,357万円)
補助費等、貸付
金、その他

ロ ー ン 返 済 096 万円 (095億9,706万円) 公債費

自家用車の購入 76万円 ( 75億2,132万円) 普通建設事業費

貯 金 18万円 ( 17億9,988万円) 積立金

合 計 750 万円 (749億5,456万円)

※家計簿の１万円が実際の１億円に当たります。

　（　）内は、実際の決算額です。

支  出支  出

※家計簿の１万円が実際の１億円に当たります。

　（　）内は、実際の決算額です。

一般会計一般会計一般会計一般会計 22年度 歳入歳出予算の
執行状況

8

土　地 1,445万1,362平方㍍
うち山林 763万1,700平方㍍
建　　物 68万6,377平方㍍
有価証券 3億1,075万円
出資による権利 8億2,593万円
債　権 9億3,817万円
基　金

　現　金 81億3,348万円
　国　債 9億9,933万円
　立　木 27万9,024立方㍍
　土地等 7万5,794平方㍍
自動車 394台

市有財産（平成22年9月30日現在。
　水道、下水道、病院を除く）

　一時借入金とは、一会計年度内に、歳計金
額が不足した場合、その不足を補うための
借入金で、当該会計年度内に償還されます。

一時借入金残高の状況

　　　　　　　　０円
（平成22年9月30日現在。
 水道、下水道、病院を除く）

市債の状況 （平成22年9月30日現在）
（平成 22年 9月 30 日現在。
21年度からの繰越分を含む）

●●● 財政特集　「図や表で見る市の財政」



22年度 歳入歳出予算の執行状況
会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 231 億 2,586 万円 67 億 3,267 万円 29.1％ 95 億 3,802 万円 41.2％

後 期 高 齢 者 医 療 15億 5,680 万円 5億 1,186 万円 32.2％ 5 億 2,491 万円 33.7％

老 人 保 健 10億 1,987 万円 13 億 00,478 万円 24.1％ 16 億 3,007 万円 90.4％

介 護 保 険 143 億 9,234 万円 61 億 9,489 万円 43.0％ 65 億 6,324 万円 45.6％

岩木観光施設事業 7億 6,392 万円 3万円 0.0％ 6億 8,531 万円 89.7％

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

国 民 健 康 保 険 200 億 4,438 万円 204 億 6,221 万円

後 期 高 齢 者 医 療 015 億 4,130 万円 015 億 1,360 万円

老 人 保 健 001 億 0,376 万円 000 億 9,917 万円

介 護 保 険 153 億 4,808 万円 153 億 4,790 万円

岩木観光施設事業 1億 157 万円 7億 5,952 万円

21年度 決算の状況
（平成 21年４月１日～平成 22年３月 31日）

　特別会計は、保険料や使用料
など特定の収入があり、その収
入を支出に充てて運営していく
事業について、その事業にかか
るお金の流れを分かりやすくす
るために、一般会計とは分けて
管理しています。
　　　　今年度、弘前市では５
　　　つの事業があります。

特別会計特別会計特別会計特別会計中期財政計画中期財政計画中期財政計画中期財政計画 計画期間

平成23年度～27年度

将来を見据えた、確かな財政運営のために

　計画では、合併特例債等の有利な財源を活用するな
ど、効率的な財政運営に努め、平成 23 年度から平成
27 年度まで財政調整基金を 20 億円維持し、健全な財
政運営を推進するものとしています。

　中期財政計画は、現在の厳しい財政状況下において
も、「弘前市アクションプラン 2010」等の各施策を推
進し、中期的な展望に立った財政運営を行うために策
定しています。

（平成 22年 9月 30 日現在。
21年度からの繰越分を含む）

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）は、地方公共団体の財政の「早期健全化及び財政の再生並びに公

営企業の経営の健全化」を目的に、平成 19年 6月に公布された法律で、４つの健全化判断比率及び資金不足比率を算定・公表し、

その指標が基準以上となる場合は、議会の議決を経て財政健全化計画等を策定することが義務付けられました。

　平成 19 年度決算については、財政健全化法がすべて適用にならないため、各指標の公表のみでしたが、平成 20 年度決算か

ら全部適用となり、各指標が基準以上となる場合は、財政健全化計画などの策定が必要となります。

財政健全化法による財政指標について財政健全化法による財政指標について財政健全化法による財政指標について財政健全化法による財政指標について財政健全化法による財政指標について

◎健全化判断比率と資金不足比率

①実質赤字比率　　　福祉、教育、まちづくりなど、どの地方公共団体でも普遍的に行う事業をまとめた「一般会計」　
　　　　　　　　　　の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すもの

②連結実質赤字比率　すべての会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、
　　　　　　　　　　地方公共団体全体の財政運営の深刻度を示すもの

③実質公債費比率　　借入金（地方債）の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すもの

④将来負担比率　　　一般会計の借入金（地方債）や将来支払うことになる可能性のある負担等の現時点での程度を指
　　　　　　　　　　標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもの

（１）健全化判断比率

公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

（２）資金不足比率

　各指標の基準をサッカーに例えると、イエローカードに相当するのが「早期健全化基準」及び「経営健全化基準」。レッドカー

ドに相当するのが「財政再生基準」です。

　４つの健全化判断比率のうちいずれか１つでも「早期健全化基準」以上となると「早期健全化団体」となり、「財政健全化計画」

を策定し、自主的な改善努力による財政の早期健全化に取り組まなければなりません。同様に「財政再生基準」以上となると「財

政再生団体」となり、「財政再生計画」を策定し、国、県の強力な関与の下で確実な財政の再生を実行しなければなりません。

　また、資金不足比率が「経営健全化基準」以上になると「経営健全化団体」となり、「経営健全化計画」を策定し、公営企業

の経営健全化に取り組まなければなりません。

◎各指標の基準

（２）資金不足比率

　平成 20年度に引き続き、岩木観光施設事業特別会計が経営健全化基準を超えました。今後は昨年度に策定した経営健全化計
画に基づき、計画的に累積赤字を解消していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）

平成 21年度指標 平成 20年度指標 平成 19年度指標 経営健全化基準

 岩木観光施設事業特別会計 2,106.3 1,879.4 2,170.7

20.0

 病院事業会計 5.0 7.3 10.6

 水道事業会計 － － －

 下水道事業会計 － － 会計なし

 公共下水道事業特別会計 会計なし 会計なし 8.7

 農業集落排水事業特別会計 会計なし 会計なし －

※１　表中の「資金不足比率」で指標（％）の表記がない（「－」と表記している）のは、資金不足額がないことを表しています。

※２　表中の「会計なし」について…「下水道事業会計」は、平成 20年４月１日に「公共下水道事業特別会計」と「農業集落

排水事業特別会計」を統合し、新設されました。このため、「下水道事業会計」は平成 19年度、「公共下水道事業特別会計」と「農

業集落排水事業特別会計」は平成 20年度以降の会計がありません。

◎弘前市の平成 21年度決算に基づく各指標
（１）健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

平成 21年度指標 平成 20年度指標 平成 19年度指標 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率　　 － － － 11.40 20.00

連結実質赤字比率 － － － 16.40 40.00

実質公債費比率　 13.7 13.7 13.1 25.00 35.00

将来負担比率　　 111.5 120.3 106.7 350.00 設定なし

※　表中の「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」と表記している）のは、実質赤字

額および連結実質赤字額がないことを表しています。

●●● 財政特集　「図や表で見る市の財政」
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下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

病
院
事
業

病
院
事
業

●●● 財政特集　「図や表で見る市の財政」

収
益
的
収
支

業務状況業務状況

１人１日最大配水量 339 ℓ
１人１日平均配水量 309 ℓ
１人１日平均給水量 283 ℓ

年 間 総 配 水 量 2,017 万㎥
年間総有収水量と有収率 1,918 万㎥ (95.1%)
総 人 口 183,834 人
給 水 人 口 と 普 及 率 178,695 人 (97.2%)

平成21年度末

水
道
事
業

水
道
事
業

　

水
道
事
業
の
平
成
21
年
度
決
算
と
業
務
状
況
、
22
年
度
の
予
算

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）。
詳

し
い
内
容
は
、
上
下
水
道
部
総
務
課
経
理
係
（
茂
森
町
、
☎
36
・

８
１
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 22年度上半期　予算執行状況

区分 予  算  科  目 予　算　額 執　行　額 執行率

収

益

的

収

支

収　

入

上水道事業収益 36億 7,095万円 18億 9,690万円 51.7％

簡易水道事業収益 3億 5,307万円 7,861万円 22.3％

合　　計 40億 2,402万円 19億 7,551万円 49.1％

支　

出

上水道事業費用 35億 3,084万円 9億 5,588万円 27.1％

簡易水道事業費用 3億 5,170万円 6,280万円 17.9％

合　　計 38億 8,254万円 10億 1,868万円 26.2％

資

本

的

収

支

収　

入

上水道資本的収入 6億 7,451万円 219万円 0.3％

簡易水道資本的収入 6,781万円 0万円 0.0％

合　　計 7億 4,232万円 219万円 0.3％

支　

出

上水道資本的支出 19億 8,134万円 6億 8,579万円 34.6％

簡易水道資本的支出 2億 1,467万円 8,584万円 40.0％

合　　計 21億 9,601万円 7億 7,163万円 35.1％

　

病
院
事
業
の
平
成
21
年
度
決
算
と
業
務
状
況
、
22
年
度
の
予
算

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）。
詳

し
い
内
容
は
、
市
立
病
院
総
務
課
（
大
町
３
丁
目
、
☎
34
・
３
２

１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
…
収
入
の
う
ち
、
入
院
・
外
来
収
益
な
ど
、

主
な
医
業
活
動
か
ら
生
じ
た
収
益
は
37
億
１
０
０
９
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
21
年
度
の
純
損
失
は
６
６
０
１
万
円
と
な
り
ま
し
た

（
決
算
額
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
。
純
損
失
は
税
抜
き
）。

■
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
…
収
入
は
、一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
４

億
７
５
４
２
万
円
を
充
て
ま
し
た
。
支
出
は
、
建
設
改
良
費
３
億
６

３
１
５
万
円
、企
業
債
の
償
還
に
１
億
１
２
２
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
建
設
改
良
費
は
、
改
修
工
事
等
が
10
件
で
３
０
２
７
万
円
、
医
療

機
器
等
の
購
入
が
24
品
目
で
３
億
３
２
８
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

内 科 小 児 科 外 科

整 形 外 科 産 婦 人 科 眼 科

耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 放 射 線 科

麻 酔 科

診療科目

一般病床数  250 床
国保年金・厚生年金の還元融資を受けている医療施設です。

入　院
科　名

外　来

割合 (%) 患者数 (人) 患者数 (人) 割合 (%)

58.8 42,292 内 科 53,447 43.0
3.5 2,528 小 児 科 18,515 6.8

14.8 10,673 外 科 17,211 13.8
20.1 14,489 整 形 外 科 18,841 15.2
0.0 0 産 婦 人 科 3,318 2.7
2.7 1,961 眼 科 17,505 14.1
0.0 0 耳鼻いんこう科 3,239 2.6

0.1 20 放射線科・
麻　酔　科 2,276 1.8

100.0 71,963 合　計 124,352 100.0

平成 21年度 診療科別患者数の状況

平成 22年度上半期　予算執行状況

区分 予  算  科  目 予　算　額 執　行　額 執行率

収

益

的

収

支

収　

入

医 業 収 益 37億 7,455万円 19億 8,869万円 52.7％

医業外収益、その他 3億 3,412万円 3億 2,011万円 95.8％

合　　計 41億 867万円 23億 880万円 56.2％

支　

出

医 業 費 用 41億 8,561万円 21億 1,116万円 50.4％

医業外費用、その他 8,865万円 1,858万円 21.0％

合　　計 42億 7,426万円 21億 2,974万円 49.8％

資
本
的
収
支

収
入資 本 的 収 入 1億 6,732万円 1億 4,359万円 85.8％

支
出資 本 的 支 出 2億 2,098万円 1億 1,346万円 51.3％

年 間 総 処 理 水 量 2,243 万㎥
１ 日 平 均 処 理 水 量 6万㎥

年間有収水量と有収率 1,698 万㎥ (75.7%)
行 政 区 域 内 人 口 184,419 人
処理区域内人口と普及率 172,488 人 (93.5%)
水洗化人口と水洗化率 148,601 人 (86.2%)

※行政区域内人口には、外国人登録者を含む。

平成 21年度  主な建設改良事業

●公共下水道建設事業　　　　 10 億 6,459 万円

　下水道管布設（13地区）　　　　管延長 3,633m

●農業集落排水建設事業　　　　5億 5,295 万円

　裾野新和北地区下水道管布設　管延長 8,411m

●岩木川流域下水道建設負担金　1億 5,534 万円

　

下
水
道
事
業
の
平
成
21
年
度
決
算
と
業
務
状
況
、
22
年
度
の
予

算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）。

詳
し
い
内
容
は
、
上
下
水
道
部
総
務
課
経
理
係
（
茂
森
町
、
☎
36
・

８
１
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 22年度上半期　予算執行状況

区分 予  算  科  目 予　算　額 執　行　額 執行率

収

益

的

収

支

収　

入
下水道事業収益 49億 3,321万円 34億 1,436万円 69.2％

支　

出
下水道事業費用 51億 3,249万円 13億 9,642万円 27.2％

資

本

的

収

支

収　

入
資 本 的 収 入 21億 9,716万円 5億 0,095万円 22.8％

支　

出
資 本 的 支 出 39億 5,855万円 17億 9,017万円 45.2％

■
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
…
決
算
額
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込

み
の
額
で
す
が
、
税
抜
き
で
１
億
８
０
１
５
万
円
の
純
利
益
が
生
じ
、

こ
の
利
益
を
全
額
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
し
ま
し
た
。

■
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
…
収
入
決
算
額
が
支
出
決
算
額
に
対
し
て

不
足
す
る
額
14
億
２
８
１
万
円
は
自
己
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

平成 21年度決算

平成 21年度決算業務状況業務状況平成21年度末

資
本
的
収
支

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

■
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
…
決
算
額
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

込
み
の
額
で
す
が
、
税
抜
き
で
２
億
２
３
４
７
万
円
の
純
損
失
が

生
じ
ま
し
た
。

■
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
…
収
入
決
算
額
（
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
に
充
当
す
る
額
１
８
５
８
万
円
を
除
く
）
が
支

出
決
算
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
16
億
７
２
４
５
万
円
は
自
己
資

金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

平成 21年度決算

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

平成 21年度  主な建設改良事業
●上水道施設整備事業　　　　　1億 2,798 万円

　配水管布設・布設替延長（15地内）　管延長 1,407m
●上水道第 4期拡張事業　　　　6億 3,270 万円

　配水管布設延長（1地内）　　　 管延長 6,327m
●上水道老朽管更新事業　　　　5億 6,989 万円

　石綿セメント管布設替延長（36地内）  管延長 7,586m
●簡易水道施設整備事業　　　　8億 3,480 万円

　配水管布設替延長（2地内）　　 管延長 6 353m

業務状況業務状況平成21年度末
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□…クリスマス特別投影を午後１時半

～、午後３時～の２回投影

■■…クリスマス特別投影を午前 10時

半～、午後１時半～、午後３時～の３

回投影

■■…みんなで星空散歩を午前 10 時半

～の１回、クリスマス特別投影を午後

１時半～、午後３時～の２回投影

■■…休み

★投影プログラム

【クリスマス特別投影／ 45分間】…ク

リスマスにちなんだプログラム

▽テーマ　クリスマスってなんだろう??

▽観覧料　一般＝240円／小・中学生、

高校生＝ 120 円

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中学

生や障がい者、外国人留学生は無料。

年齢や住所を確認できるものを提示し

てください。

【みんなで星空散歩／30分間】…子ど

も向けのプログラム

▽テーマ　澄みきった星空に…

▽観覧料　無　料

★問い合わせ先　中央公民館（☎

33・6561）

催　

し

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
子
ど
も

向
け
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
）

　

12
月
４
日
・
11
日
の
午
前
10
時

半
〜
11
時
／
中
央
公
民
館
（
☎

33
・
６
５
６
１
）

【
市
立
博
物
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
鑑
賞
会
（
開
催
展
覧
会
の

鑑
賞
。
保
護
者
も
無
料
）　

12
月

４
日
・
11
日
・
18
日
の
午
前
９
時

半
〜
正
午
／
市
立
博
物
館
（
☎

35
・
０
７
０
０
）

【
市
立
郷
土
文
学
館（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
散
歩
（
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
観
覧
）　

12
月
４
日
・

11
日
・
18
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

／
市
立
郷
土
文
学
館
（
☎
37
・
５

５
０
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
市
立
博
物

館
、
市
立
郷
土
文
学
館
は
市
内
の

小
・
中
学
生
は
い
つ
で
も
無
料
で

す
。
サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン
以
外
の
日

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

産
直
マ
ル
シ
ェ
事
業
〜
中
土
手

エ
ブ
リ
デ
ー
マ
ル
シ
ェ
〜
開
催

　

市
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
、
市
内
の
農
家
が
冬
場
に

心
を
込
め
て
生
産
し
て
い
る
新
鮮

な
農
産
物
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

12
月
11
日
〜
31
日

（
12
月
16
日
・
23
日
を
除
く
）、
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
（
31
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

※
品
物
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
中
央
食
品
市
場

内
（
土
手
町
）

▽
内　

容　

新
鮮
農
産
物
（
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ア

ス
パ
ラ
菜
・
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
・
ワ

サ
ビ
菜
・
白
菜
・
エ
ノ
キ
ダ
ケ
な

ど
）
の
販
売

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
（
☎

82
・
１
６
３
５
）

※
ご
来
場
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

青
森
県
民
武
道
演
武

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

　

武
道
普
及
の
た
め
、
県
内
の
武

道
家
が
一
堂
に
集
ま
り
、
演
武
を

披
露
し
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
６
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
武
道
館
（
豊

田
２
丁
目
）
主
競
技
場

▽
演
武
種
目　

相
撲
、
柔
道
、
弓

道
、
剣
道
、
居
合
道
、
杖
道
、
空

手
道
、
な
ぎ
な
た
、
銃
剣
道
、
躰

道
（
た
い
ど
う
）、
少
林
寺
拳
法
、

合
氣
道
、
武
術
太
極
拳
、
神
道
無

念
流
、小
野
派
一
刀
流
、ト
傳
（
ぼ

く
で
ん
）
流
、當
田
（
と
だ
）
流
、

功
夫
扇

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
武

道
館
（
☎
26
・
２
２
０
０
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

aom
orikenbudoukan.com

/

）

２
０
１
０
岩
木
あ
そ
べ
ー
る

の
ク
リ
ス
マ
ス　
　
　
　
　

　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事

業
と
し
て
、
表
現
あ
そ
び
の
「
風

光
舎
」
主
宰
・
た
だ
じ
ゅ
ん
さ
ん

を
招
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
一
日
中
楽
し
め
る
「
あ
そ

び
の
広
場
」
で
す
。

▽
と　

き　

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
１
丁
目
）

▽
内
容
・
日
程　

○
た
だ
じ
ゅ
ん
の
お
は
や
し
劇
場

「
だ
だ
す
こ
だ
ん
だ
ん
」
＝
午
前

11
時
〜
正
午
…
和
太
鼓
に
よ
る
昔

ば
な
し
劇
場

○
た
だ
じ
ゅ
ん
の「
あ
そ
び
っ
こ
」

＝
午
後
１
時
半
〜
２
時
半
…
親
子

で
参
加
で
き
る
表
現
あ
そ
び

○
弘
前
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ぴ
ー
ぷ
る
「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」

＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
…
県
産

木
製
玩
具
な
ど
お
も
ち
ゃ
が
２
０

０
点
以
上

○
「
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ

ー
」
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
…

牛
乳
パ
ッ
ク
で
お
も
ち
ゃ
作
り

▽
入
場
料　

３
０
０
円
（
３
歳
以

上
）

※
１
回
の
受
け
付
け
で
出
入
り
自

由
、
好
き
な
時
間
に
来
て
遊
べ
ま

す
。
ま
た
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

希
望
者
に
は
無
料
で

託
児
所
を
用
意
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
木
文
化

セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
実
行
委
員

会
（
賀
田
１
丁
目
、
中
央
公
民
館

岩
木
館
内
、
☎ 

82
・
３
２
１
４
、

フ
ァ
ク
ス
82
・
３
４
２
６
）

体
験
版
１
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
１
日
だ

け
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

第
４
回
目
は
、「
弘
前
日
本
語

ク
ラ
ブ
・
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
」
に
参
加
し
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）
３
階
グ
ル
ー
プ
活
動

室▽
内　

容　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

と
相
互
理
解
を
進
め
る
た
め
に
、

積
極
的
な
国
際
交
流
活
動
と
日
本

語
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
弘

前
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
の
お
手
伝
い

▽
定　

員　

10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
料　

１
０
０
円（
会
場
費
、

写
真
代
と
し
て
）

※
そ
の
他
３
０
０
円
分
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

13
日
ま
で
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀
町
、
弘
前

文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
38
・
５
５

９
５
）
へ
。

※
日
・
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

舞
台
鑑
賞
＆
体
験
タ
イ
ム

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ル
」　
　

　

息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
生
の

文
化
や
芸
術
を
体
感
し
、
子
ど
も

の
感
性
を
培
い
、
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
み
ま
す
。
今
回
は
、
マ
リ
ン

バ
と
ピ
ア
ノ
の
き
れ
い
な
音
色
と

軽
快
な
リ
ズ
ム
が
響
く
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
合
間
に

は
、
来
場
者
も
一
緒
に
参
加
で
き

る
体
験
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン

タ
ー
（
土
手
町
）

▽
内　

容　
「
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ

ー
ト
＆
み
ん
な
一
緒
に
大
合
奏

!
」
…
演
奏
・
対
馬
文
子
さ
ん
（
マ

リ
ン
バ
奏
者
）、
大
屋
和
香
さ
ん

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
こ
ど
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ぴ
ー
ぷ
る
（
☎

兼
フ
ァ
ク
ス
34
・
０
１
７
１
、
Ｅ

メ
ー
ルpeple-offi  ce@

m
ajor.ocn.

ne.jp

）
ふ
れ
あ
い
高
齢
者　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
親
善
大
会

　

冬
期
間
の
健
康
保
持
と
参
加
者

の
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

平
成
23
年
１
月
29
日

（
土
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
２
丁
目
）

▽
競
技
内
容　

団
体
戦
と
個
人
戦

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
参
加
料　

１
チ
ー
ム
（
原
則
６

人
）
＝
２
０
０
０
円
（
申
込
時
に

持
参
を
）

※
先
着
42
チ
ー
ム
で
受
け
付
け
を

締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

12
月
１
日
〜

28
日
に
、
弘
前
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
宮
園
２
丁
目
、
弘
前
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付
け

の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
所
へ
提
出
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
今
井
さ
ん
、
☎

33
・
１
１
６
１
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」
で
す
。

▽
と　

き　

12
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
40
分

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
語
り
手　

お
は
な
し
る
ん
る
ん

の
皆
さ
ん

▽
対　

象　

小
学
生
＝
80
人
（
幼

児
も
可
）

▽
参
加
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
図
書
館

（
☎
32
・
３
７
９
４
）

　

平
成
22
年
度
農
林
水
産

祭
に
お
い
て
、
せ
い
の
農

園
（
代
表　

清
野
俊
博
）

が
園
芸
部
門
で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
平
成
21
年
８

月
か
ら
22
年
７
月
ま
で
の

１
年
間
で
、
農
林
水
産
祭

参
加
表
彰
行
事
に
お
い
て
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
５
１
７
点
の
中
か
ら

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

投影日程

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

せ
い
の
農
園
は
、「
葉
と

ら
ず
り
ん
ご
」
栽
培
に
よ

る
労
力
削
減
や
直
売
所
の

開
設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
な
ど
、
多
様
な
販
路

拡
大
と
合
理
的
な
栽
培
管

理
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

り
ん

ご
課
（
☎
82
・
１
６
３
６
）

▲

受
賞
し
た
せ
い
の
農
園

代
表
・
清
野
俊
博
さ
ん

市
民
新
年
互
礼
会

　

新
年
を
祝
い
、
市
民
新
年
互
礼

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

平
成
23
年
１
月
１
日

（
土
）、
正
午
〜

▽
会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
（
上
鞘
師
町
）

▽
会　

費　

１
５
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

14
日
ま
で
に
、
広
報
広
聴
課
広
聴

係
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
258
、
☎

35
・
１
１
９
４
）
へ
。

内内内内内

祝

お知らせ
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【講習会など】
●洋ラン冬の管理　11日、午後１時半～
３時半
●「クリスマスの寄せ植えとリース作り」
講習会
▽と　き　３日～５日、午前＝10時半～
正午、午後＝１時半～３時
▽定　員　午前・午後＝各15人程度（先
着順） 　
※親子での参加もできます。
▽材料費　2,000 円
▽持ち物　エプロン、ゴム手袋、土入れま
たはシャベル、持ち帰り用の大きめの袋
●休館日　６日・13日・20日・29日～
平成23年１月３日
●問い合わせ先　緑の相談所（☎33・
8737）

教
室･

講
座

こ
ど
も
の
森
12
月
の
行
事

【
ク
リ
ス
マ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

　
　
　
　
　
　

イ
ヌ
ワ
シ
の
道
】

▽
と　

き　

12
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時
半

※
雨
天
決
行
。

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、
久

渡
寺
地
内
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

替
え
の
下
着
・
靴
下
・

手
袋
、
雨
具
、
防
寒
着
、
冬
用
の

長
靴
、
飲
料
水
、
昼
食

※
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
の
で
器
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）／
市
公
園
緑
地
協
会（
☎

33
・
８
７
３
３
）  

※
12
月
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

開
館
日
は
、
毎
週
土
・
日
曜
日
と

23
日
・
24
日
・
27
日
で
す
。

パ
パ
カ
レ
ッ
ジ　
　
　

公
開
講
座
参
加
者
募
集

　

第
一
子
が
誕
生
し
現
在
育
児
休

暇
取
得
中
の
、
厚
生
労
働
省
イ
ク

メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
代
表
理

事
・
駒
崎
弘
樹
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
話

の
中
か
ら
あ
な
た
ら
し
い
〝
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〞
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
イ
ク
メ
ン
と
は
子
育
て
を
楽
し

み
、
自
分
自
身
も
成
長
す
る
男
性

の
こ
と
で
す
。

▽
と　

き　

12
月
18
日（
土
）、
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
２
階
大
会
議
室

▽
テ
ー
マ　
「
今
、
１
人
ひ
と
り

が
実
践
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
〜
パ
パ
の
育
児
参
加

〜
」

▽
対　

象　

子
育
て
中
の
保
護

者
、
こ
れ
か
ら
パ
パ
・
マ
マ
に
な

る
人
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

▽
定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

※
10
人
ま
で
無
料
の
託
児
あ
り

（
先
着
順
）。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
）
で
、
弘
前
こ
ど
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ぴ
ー
ぷ
る
（
☎
兼

フ
ァ
ク
ス
34
・
０
１
７
１
、
Ｅ
メ

ー
ルpeple-offi  ce@

m
ajor.ocn.

ne.jp

）
へ
。

Ｐ
Ｉ
Ｃ
マ
イ
コ
ン
を　
　

利
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

　

手
作
り
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
」

を
通
し
て
、「
も
の
づ
く
り
」
の

楽
し
さ
と
将
来
の
夢
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
18
日
・
19
日
・

23
日
・
25
日
・
26
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

県
立
弘
前
工
業
高
等

学
校
（
馬
屋
町
）

▽
対　

象　

小
学
校
４
年
生
〜
６

年
生
＝
10
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

２
０
０
０
円（
材
料
・

資
料
代
と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

15
日
ま
で
に
、
電
話
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、

県
立
弘
前
工
業
高
等
学
校
（
朝
田

さ
ん
、
☎
32
・
６
２
４
１
、
フ
ァ

ク
ス
32
・
６
２
４
２
）
へ
。

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
教
室

【
ろ
う
そ
く
で
リ
サ
イ
ク
ル
・

　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
】

　

不
要
に
な
っ
た
り
、
芯
が
切
れ

た
り
し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

ろ
う
そ
く
を
利
用
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
18
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
講　

師　

澁
谷
亨
さ
ん
（
ひ
ろ

さ
き
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
21

事
務
局
長
）

▽
定　

員　

30
人
（
親
子
で
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
）

▽
持
ち
物　

型
取
り
す
る
た
め

の
、
自
分
が
作
り
た
い
形
の
小

物
（
紙
コ
ッ
プ
に
入
る
程
度
の
大

き
さ
で
複
雑
な
形
で
な
い
も
の
）、

不
要
な
白
い
ろ
う
そ
く
数
本
、
色

付
け
用
の
ク
レ
ヨ
ン
（
ク
ー
ピ
ー

は
不
可
）、
軍
手

【
ミ
ニ
門
松
作
り
教
室
】

　

不
要
に
な
っ
た
わ
ら
や
竹
、
畳

表
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
、
ミ
ニ
門
松
を
作
り
ま
す
。
サ

イ
ズ
は
直
径
約
10
㌢
、
高
さ
は
約

20
㌢
で
す
。

▽
と　

き　

12
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

▽
講　

師　

尾
崎
行
雄
さ
ん

職
業
訓
練
の
受
講
者
募
集

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
離

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
訓
練
期
間
中
の

生
活
保
障
と
し
て
、
訓
練
・
生
活

支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

平
成
23
年
1
月
４
日

〜
６
月
30
日
、
午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時
20
分

▽
と
こ
ろ　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ
（
土
手
町
）

▽
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
や
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
の
習

得
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得

▽
定　

員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
込
者
が

少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無　

料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
万
７
７
８

０
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

12
月
６
日
ま

で
に
、弘
前
公
共
職
業
安
定
所（
南

富
田
町
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

／
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・

Ｓ
（
☎
32 

・
５
８
０
１
）

リ
ー
ス
作
り
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
手
作
り
の
リ
ー

ス
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

12
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
五
十
石
町
）

▽
内　

容　

毛
糸
と
木
の
実
な
ど

を
使
っ
た
リ
ー
ス
作
り

▽
対　

象　

市
内
に
勤
務
か
居
住

の
働
く
青
少
年
（
お
お
む
ね
35
歳

ま
で
）

▽
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

▽
申
込
先　

12
月
14
日
ま
で
に
、

参
加
料
を
添
え
て
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
（
☎
34
・
４
３
６
１
）
へ
。 

　市民の皆さんが納めている税金は、
道路の整備、教育や福祉などさまざま
な分野に幅広く使われています。
　市では、12 月を「市税等完納月間」
と定め、納め忘れがないよう、皆さん
に協力をお願いしています。
　納期限が過ぎている市税などがあり
ましたら、早めに納めましょう。
【特別納税相談を開設】
　収納課では、夜間・日曜日を利用し
た「納税相談」を行っています。
　事情があって市税などを納期限まで
に納付することが困難な場合には、期
間を限り納付を猶予したり、分割して
納めたりできる制度がありますので、
ご利用ください。
▽夜間納税相談日　12 月 14 日～ 17
日、20 日～ 22 日の午後５時 15 分～
７時半
▽日曜特別納税相談日　12 月 19 日・
26 日の午前９時～午後４時
▽受け付け　収納課（市役所２階、窓
口 205、☎ 40・7032、40・7033）
【口座振替納税の利用を】
　多忙な人や留守がちな人は、便利で
確実な「口座振替納税」をお勧めしま
す。申し込みは、最寄りの金融機関（農
協・ゆうちょ銀行を含む）へ、税目ご
とに申し込んでください。
▽問い合わせ先　収納課（市役所２階、
窓口 206、☎ 40・7031）
【年末の窓口利用時間】
▽市役所、岩木・相馬総合支所、各出
張所　12月28日、午後５時15分まで
▽市内の各金融機関　12 月 30 日、午

そ
の
他

▽
定　

員　

20
人
（
親
子
で
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
地
区
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟
（
町
田
字
筒

井
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
服　

装　

作
業
し
や
す
く
、
汚

れ
て
も
い
い
服
装

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

３
日
か
ら
、
弘
前
地
区
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟
（
☎
36
・
３

３
８
８
、
受
付
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
）
へ
。

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

市
民
ス
キ
ー
教
室

（
岩
木
会
場
）　
　

▽
と　

き　

12
月
29
日
〜
31
日
の

午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時
半

※
31
日
は
正
午
ま
で
。

▽
と
こ
ろ　

岩
木
山
百
沢
ス
キ
ー

場
（
百
沢
字
東
岩
木
山
）

▽
内　

容　

初
心
者
の
基
本
動
作

な
ど
の
習
得
か
ら
上
級
者
や
レ
ー

シ
ン
グ
ま
で
幅
広
く
指
導

▽
ク
ラ
ス
区
分　

初
心
者
＝
ス
キ

ー
が
初
め
て
か
、
そ
れ
に
近
い
人

／
初
級
＝
一
人
で
リ
フ
ト
に
乗
れ

て
滑
れ
る
人
／
中
級
＝
基
礎
パ
ラ

レ
ル
タ
ー
ン
が
で
き
る
人
／
上
級

＆
レ
ー
シ
ン
グ
＝
パ
ラ
レ
ル
タ
ー

ン
が
で
き
る
人

▽
対　

象　

用
具
を
持
参
し
、
現

地
集
合
が
で
き
る
市
民
＝
70
人

▽
参
加
料　

２
０
０
０
円

※
各
自
傷
害
保
険
に
加
入
を
。
ま

た
、
別
途
リ
フ
ト
代
（
団
体
割
引

を
適
用
予
定
）
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
、

12
月
14
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
岩

木
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
〒
036
・
１
３

１
３
、
賀
田
１
丁
目
11
の
８
、
熊

谷
さ
ん
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
木
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
（
熊
谷
さ
ん
、
☎
携
帯

090
・
２
２
７
８
・
０
３
６
１
）

河
西
体
育
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
臨
時
休
業

　

河
西
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ

ー
ル
水
の
交
換
清
掃
お
よ
び
機
械

設
備
の
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の

期
間
休
業
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
期　

間　

12
月
13
日
〜
28
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
石
渡
１
丁
目
、
☎
38
・

３
２
０
０
）

12 月は市税等の完納月間
後３時まで
▽つがる弘前農協、津軽みらい農協石
川支店　12月 30 日、午後４時まで
▽相馬村農協　12 月 30 日、午後４時
半まで
■問い合わせ先　収納課（☎ 40・
7031）

納期限＝12月28日

今月の市税などの納期今月の市税などの納期

各銀行
各信用金庫

各銀行
平川市
藤崎町
大鰐町

弘前市
板柳町

の

の

※ゆうちょ銀行を除く。

○東奥信用金庫藤崎支店
○東北労働金庫弘前支店
○青森県信用組合弘前支店
○つがる弘前農業協同組合（市内の
本店・支店、目屋支店）
○津軽みらい農業協同組合石川支店
○相馬村農業協同組合
○市役所、岩木・相馬総合支所、各
出張所

国民健康保険料  第６期
介 護 保 険 料  第６期
後期高齢者医療保険料  第６期

市税などの納付窓口一覧市税などの納付窓口一覧

お知らせ
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１２
月
の
催
し
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有 料 広 告 有 料 広 告

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｂ
Ｉ
Ｚ
）
の
実
施　
　
　
　

皆
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を

　
　
　
　
　
　
　

始
め
ま
せ
ん
か

〜
12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

で
す
〜

　

環
境
省
が
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
提
唱
・
実
施
し
て
い
る「
ウ

ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
と
は
、
暖
房
時
の

室
温
を
20
度
に
し
、
寒
い
と
き
は

着
る
、
過
度
に
暖
房
機
器
に
頼
ら

な
い
と
い
う
「
働
き
や
す
く
暖
か

い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
」
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

北
国
で
生
活
す
る
私
た
ち
に
と

っ
て
、暖
房
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
暖
房
に
要
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
は
膨
大
で
、
そ
の
費

用
は
事
業
所
や
家
計
の
経
費
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。　

　

暖
房
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
を
減
ら
す
こ
と
は
、
燃
料
費

を
削
減
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
を

抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

室
温
を
20
度
に
し
よ
う
と
し
て

も
、
天
井
に
近
い
方
が
暖
か
く
、

床
に
近
い
方
が
寒
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
、
部
屋
全
体
の
空
気
を
循
環
さ

せ
る
工
夫
や
、
足
元
を
暖
め
る
工

夫
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
太
陽
の

光
を
取
り
入
れ
て
壁
や
床
を
温
め

た
り
、
夜
間
に
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

て
熱
を
遮
っ
た
り
す
る
こ
と
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
冬
も
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
」
を
実
施
し
、
市
の
施
設
の
室

温
は
、
特
に
事
情
が
な
い
限
り
20

度
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
冬
の
省
エ
ネ
対
策
】

○
冷
蔵
庫
…
気
温
が
低
い
冬
の
間

は
、
急
激
に
冷
蔵
す
る
必
要
が
な

い
た
め
、
設
定
温
度
を
高
め
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
菜
な
ど
室

温
で
保
管
で
き
る
も
の
は
冷
蔵
庫

か
ら
出
し
、
冷
蔵
庫
の
中
身
を
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
炊
飯
器
…
朝
炊
い
た
ご
飯
を
、

夕
食
に
食
べ
る
場
合
、
日
中
、
炊

飯
器
で
保
温
し
続
け
る
よ
り
も
、

電
源
を
切
り
、
食
べ
る
と
き
に
電

子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
ポ
ッ
ト
…
低
め
の
温
度
で

保
温
し
、
必
要
な
と
き
に
そ
の
都

度
再
沸
騰
さ
せ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

　観光キャンペーン『津軽ひろさき冬の旅』が今年も

実施されます。

　市内各所に点在する伝統建築物の「和」、洋館などの

「洋」、郷土料理などの「食」、文化財ライトアップなど

の「光」をテーマに、盛りだくさんのイベントが繰り

広げられます。みんなで「冬のひろさき」を楽しみま

しょう。

エレクトリカルファンタジー（期間中）…文化財の

ライトアップやイルミネーション、ゴスペルライブな

ど

弘前城雪燈籠（どうろう）まつり（平成 23 年２月

10 日～ 13 日）…雪燈籠約 150 基をはじめ、大雪像や

大型滑り台を製作。また今回は、夏のねぷたまつりで

使用した見送り絵などを使った「錦絵大回廊」も登場

弘前雪明り（平成 23 年２月 10 日～ 13 日、吉野町

緑地会場は 14日まで）…弘前公園北の郭や吉野町緑地

などがキャンドルの優しい明かりで温かく照らされる

岩木山南麓豪雪まつり（平成23年２月10日～13日）

…日本一長い滑り台や馬ソリ運行など岩木山の冬を満

喫。地元料理をアレンジしたジビエ料理も味わえる

ろうそくまつり（平成 23 年２月 17 日）…沢田地区

に 400 年以上前から伝わり、毎年旧暦の小正月 15 日

に行われる、ろうそくを灯すまつり

■問い合わせ先　市立観光館（下白銀町、☎ 37・
5501、ホームページ http://www.hirosaki.co.jp/）

「弘前感交劇場」ツアー（冬版）

※有料で、申し込みが必要。

♪津軽三味線三昧…津軽三味線の演奏体験、生演奏を

聴きながら食事を楽しむ

♪リンゴのつまみ食いコース…味わい深い弘前の街と

弘前のりんごを満喫する

♪冬の坐禅体験と精進料理

♪津軽酒蔵めぐり

■問い合わせ・申込先　弘前観光コンベンション協会

（下白銀町、☎ 35・3131、ホームページ http://machi-

aruki.sakura.ne.jp/）

長
時
間
使
用
し
な
い
と
き
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

○
部
屋
で
は
…
冬
は
厚
手
の
床
ま

で
届
く
長
い
カ
ー
テ
ン
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
こ
た
つ
を
使
用
す
る

場
合
は
、設
定
温
度
を
低
め
に
し
、

こ
た
つ
布
団
だ
け
で
な
く
、
上
掛

け
や
敷
布
団
も
一
緒
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
お
風
呂
…
冬
は
、
お
湯
が
冷
め

や
す
い
の
で
、入
浴
す
る
と
き
は
、

間
隔
を
空
け
ず
に
続
け
て
入
る
よ

う
に
し
、
沸
か
し
直
す
回
数
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
便
座
…
便
座
の
温
度
は
、

室
温
や
使
用
頻
度
に
合
わ
せ
て
こ

ま
め
に
調
節
し
、
使
用
後
は
ふ
た

を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

環
境
保
全
係
（
☎
40
・
７
０
３
５
）

青
森
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
29

日
か
ら
時
間
額
で
６
４
５
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る

労
働
者
を
除
き
、
県
内
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
常
用
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ
な

い
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
労
働
局
長
の
許
可

な
く
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
最
低

賃
金
法
違
反
と
な
り
、
罰
則
規
定

（
罰
金
額
50
万
円
以
下
）
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
局

賃
金
室
（
☎
青
森
017
・
734
・
４
１

１
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.aom

ori.plb.go.jp/

）
／
弘

前
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
33
・
６

４
１
１
）

平
成
23
年
度
市
の
体
育

施
設
の
利
用
計
画
受
付

▽
対
象
施
設　

市
民
体
育
館
、
運

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

学
ぶ
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

▽
と　

き　

平
成
23
年
１
月
14

日
・
21
日
・
28
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
45
分
（
希
望
者
の
み
、

復
習
・
質
問
時
間
＝
午
後
１
時
45

分
〜
３
時
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
・
文
字
入
力

▽
対　

象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

市
民
＝
30
人
（
本
年
度
初
め
て
の

人
を
優
先
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

※
本
年
度
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
お
よ
び
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
別

講
座
と
な
り
ま
す
。

▽
受
け
付
け
開
始　

12
月
14
日
、

午
前
８
時
半
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

泉
野
地
区 

公
園
の
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た 　
　
　
　

　

町
名
改
正
に
伴
う
新
し
い
町
名

が
定
着
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
来

園
者
が
よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
新
町
名
に
合
わ

せ
た
公
園
名
に
変
更
し
ま
し
た
。

▽
新
し
い
公
園
名

○
泉
野
公
園
（
旧
安
原
公
園
）

○
泉
野
第
一
公
園
（
旧
広
野
第
一

公
園
）

○
泉
野
第
二
公
園
（
旧
広
野
第
二

公
園
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

公
園
緑
地
課

（
☎
33
・
８
７
３
９
）

動
公
園
（
克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
含
む
）、
弘
前
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
笹
森
記
念
体
育

館
、
河
西
体
育
セ
ン
タ
ー
、
温
水

プ
ー
ル
石
川
、
千
年
庭
球
場
、
弘

前
公
園
庭
球
場
、小
沢
運
動
広
場
、

悪
戸
・
加
藤
川
・
境
関
・
石
川
・

栄
町
の
各
河
川
敷
運
動
施
設
、
第

２
・
第
３
市
民
プ
ー
ル
、
城
北
フ

ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、
岩
木
山
総
合

公
園
、
岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
相
馬
球
場

▽
対　

象　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
催
し

※
対
象
以
外
は
通
常
予
約
で
す
。

▽
受
付
期
間　

12
月
１
日
〜
28
日

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
体
育
課

お
よ
び
市
の
各
体
育
施
設
に
備
え

付
け
て
い
る
利
用
計
画
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
保
健
体
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
の
調
整　

日
程
が
ほ
か
の

団
体
と
重
複
し
た
場
合
は
、
大
会

規
模
な
ど
に
よ
り
調
整
し
、
２
月

上
旬
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
体
育
課

（
岩
木
庁
舎
３
階
、
☎
82
・
１
６

４
３
）

平
成
23
年
度
青
森
県
武
道
館
の

貸
切
使
用
計
画
受
付　
　
　
　

　

平
成
23
年
度
に
各
種
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
場
合
の
受
け

付
け
を
し
ま
す
。

▽
受
付
期
限　

平
成
23
年
１
月
10

日▽
申
し
込
み
方
法　

青
森
県
武
道

館
（
豊
田
２
丁
目
）、
市
保
健
体

育
課
（
岩
木
庁
舎
３
階
）
お
よ
び

市
の
各
体
育
施
設
に
備
え
付
け
て

い
る
貸
切
使
用
計
画
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
青
森
県
武
道
館
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル

（budoukan@
atlas.plala.or.jp

）

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
貸
切
使
用
計
画
書
は
、
青
森
県

武
道
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.aom

orikenbudoukan.
com
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
日
程
の
調
整　

日
程
が
ほ
か
の

団
体
と
重
複
し
た
場
合
は
調
整

し
、
２
月
中
旬
ま
で
に
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
武
道

館
（
☎
26
・
２
２
０
０
）

※
詳
細
は
青
森
県
武
道
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12月１日～平成23年２月28日

　国土交通省と県では、12 月１日
～７日を「雪崩防災週間」と位置付
け、本格的な降雪期を前に、雪崩被
害の防止に向けてさまざまな防災・
広報活動を実施しています。
　青森県は県土全体が豪雪地帯であ
り、相馬地区を含む 15 地域が特別
豪雪地帯として指定されています。
　また、県内では、２人の死者を出
した平成 19 年２月の八甲田山にお
ける雪崩をはじめとして、多くの雪
崩が発生しています。民家の裏、生
活道路や通学路、スキー場等のレジ
ャー区域など、危険はさまざまな形
で身近な場所に潜んでいます。積雪
時は斜面を注意深く観察し、兆候を
発見したら早めの避難・連絡を心掛
けてください。
　一人一人が「心の防災スイッチ」
をオンにして、雪崩による被害ゼロ
を目指しましょう。
▽連絡先　市企画課（☎ 35・1123）
／青森県県土整備部河川砂防課砂
防グループ（☎青森 017・734・
9670）
※詳細は県のホームページ（http://
www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/
H22nadarebousai.html）をご覧くだ
さい。

12月１日～７日は
雪崩防災週間です

観光キャンペーン『津軽ひろさき冬の旅』が今年

実施されます。

市内各所に点在する伝統建築物の「和」、洋館など

洋」、郷土料理などの「食」、文化財ライトアップな

12月１日～平成23年２月28
津軽
　ひろさき
　     冬の旅

津軽
　ひろさき　ひろさき
　     冬の旅

お知らせ
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「
い
の
ち
の
日
」
と
は
、
こ
こ

ろ
の
健
康
問
題
に
関
す
る
正
し
い

理
解
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
た
め

の
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
健
康
日

本
21
の
自
殺
予
防
活
動
の
一
環
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
自
殺
に
至
る
ま
で
に
は
複
数
の

要
因
が
…

　

日
本
で
は
年
間
自
殺
者
数
が
12

年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
、
世
界

的
に
見
て
も
高
い
自
殺
率
が
続
い

て
い
ま
す
。
最
終
局
面
に
お
い
て

自
殺
者
の
多
く
は
、
こ
こ
ろ
の
不

調
を
訴
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
過
程
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。
い
の
ち
の
危
機

の
出
発
点
に
な
り
や
す
い
の
は
、

社
会
的
・
経
済
的
な
問
題
で
す
。

そ
れ
が
負
債
、
人
間
関
係
、
家
族

の
不
和
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
問
題

に
変
わ
り
、
そ
こ
か
ら
個
人
の
こ

こ
ろ
の
問
題
に
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
末
に
、
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

■
自
殺
の
現
状

　

全
国
的
に
見
る
と
、
自
殺
し
た

多
く
の
人
が
何
ら
か
の
精
神
的
な

疾
患
を
抱
え
た
状
態
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
半
数
以
上
は
う
つ
病
な
ど

の
精
神
疾
患
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
う
つ
病
に
か
か
っ
て

い
る
人
の
多
く
は
病
気
で
あ
る
と

気
付
か
な
い
た
め
に
、
適
切
な
治

療
を
受
け
ず
に
悩
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
け
る
自
殺
の
現
状

は
、
男
性
の
自
殺
者
数
が
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、
年
代
別
で

見
る
と
40
歳
〜
60
歳
代
の
働
き
盛

り
の
年
代
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

う
つ
病
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

関
心
を
持
ち
、
早
期
に
予
防
・
発

見
・
治
療
を
す
る
こ
と
が
自
殺
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
つ
な
い
で

い
く
〜
大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た

め
に
〜

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
役
割
も
重
要
で

す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、

悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
救
い
を
求

め
て
お
り
、
本
人
が
意
識
し
な
く

て
も
、
言
葉
や
行
動
な
ど
の
中
で

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
信
し
て
い

ま
す
。

『
気
付
き
』
…
も
し
、
身
近
に
元

気
が
な
く
な
っ
た
、
様
子
が
変
わ

っ
た
な
ど
、
自
殺
の
サ
イ
ン
が
見

ら
れ
る
人
が
い
た
ら
、
自
然
な
雰

囲
気
で
話
し
掛
け
、
そ
の
人
の
悩

み
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。「
手
を
差
し
伸
べ
、
話
を
聞

く
こ
と
」
は
、
悩
み
を
抱
え
る
人

の
こ
こ
ろ
を
軽
く
し
、
支
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

『
つ
な
ぎ
』
…
う
つ
病
な
ど
の
こ

こ
ろ
の
病
気
が
疑
わ
れ
る
人
は
、

早
め
に
医
療
機
関
な
ど
専
門
家
に

相
談
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
本
人
を
理
解
し
て
く
れ
る

家
族
、
友
人
な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
連
携
し
て
、
専
門
家
に
相
談

す
る
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。

『
見
守
り
』
…
う
つ
病
か
ら
回
復

し
、
元
の
生
活
に
戻
る
た
め
に
は

時
間
が
か
か
り
、
周
囲
の
人
の
理

解
と
支
え
が
必
要
で
す
。
職
場
な

ど
で
も
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
う
つ
病
な
ど
か
ら
回
復
途
上

の
人
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
見
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
周
囲
の
人
の
「
気
付

き
」「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」と
、
そ

れ
が
で
き
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
、

自
殺
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
見
守
り
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
〜
地
域
で
い
の
ち
を
つ

な
げ
る
た
め
に
〜

　

自
殺
は
「
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ

と
の
で
き
る
社
会
問
題
」
と
い
わ

れ
、
社
会
の
努
力
で
避
け
る
こ
と

の
で
き
る
死
で
す
。
市
で
は
平
成

23
年
度
に
市
内
モ
デ
ル
地
域
に
お

い
て
、
研
究
機
関
と
協
働
で
自
殺

対
策
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
事
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

現
在
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
な
が
ら
、
問
題
点

を
探
り
、
課
題
に
向
け
て
『
自
殺

予
防
の
視
点
』
で
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
業
で

す
。

　
「
気
付
き
」「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
か
ら
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
自

殺
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

いのちのちを守りたい
～12月１日は「いのちいのちの日」です～

～一人で悩まず、早めの相談を～

○こころの健康相談

▶弘前保健所（精神保健福祉相談）
…☎ 33・8521
▶青森県立精神保健福祉センター…
☎青森 017・787・3958
▶あおもりいのちの電話…☎ 33・
7830
▶弘前市保健センター（こころの相
談）…☎ 37・3750
○経済・生活の相談

▶青森県司法書士会…☎ 0120・
940・230
▶青森県消費生活センター弘前相談
室…☎ 36・4500
▶市民生活センター…☎ 33・5830、
34・3179
○職場のメンタルヘルス相談

▶青森産業保健推進センター（メン
タルヘルス対策支援センター）…☎

青森 017・731・3682
※ほかにもさまざまな相談窓口があ

ります。青森県障害福祉課ホーム

ページ（http://www.pref.aomori.lg.jp/

welfare/welfare/jisatuyobou.html）に

「こころの健康相談窓口ネットワー

ク」電話番号一覧表が掲載されてい

ますので、ご利用ください。

れ
る
人
が
い
た

早め 相の を早め 相の相談を談を～

相談

の悩み相談
こ

一人で人人 ず一人で人で人で悩悩悩悩悩まず

こ

早め早め

ののののの悩のののののののの悩

ず悩悩まず

ろ

■問い合わせ先　弘前市保健センター（野田 2丁目、☎ 37・3750）

　

市
内
の
保
育
所
に
来
年
４
月
か

ら
入
所
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の

受
け
付
け
を
し
ま
す
。

■
入
所
の
条
件　

保
護
者
（
同
居

す
る
60
歳
以
下
の
祖
父
母
を
含
む
）

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
ほ
か

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
か
、
で
き

な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
し
た
状

態
に
あ
る
人

①
日
中
、
家
庭
を
離
れ
て
仕
事
を
し

て
い
る
か
、
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
人

②
病
気
、
出
産
、
看
護
、
ま
た
は
心

身
に
障
が
い
が
あ
る
人

※
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
お
子
さ

ん
の
保
育
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

保
育
所
入
所

申
込
書
・
課
税
等
の
状
況
確
認
同
意

書
に
、
次
の
書
類
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
…
源

泉
徴
収
票
が
出
な
い
職
場
に
勤
務

し
て
い
る
人
や
、
内
職
・
パ
ー
ト
な

ど
を
し
て
い
る
人
は
就
労
（
内
職
）

証
明
書

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

③
必
要
に
応
じ
て
、
母
子
健
康
手

帳
（
出
産
を
理
由
に
申
し
込
む
場

合
）
や
診
断
書
、
在
学
証
明
書
（
同

居
家
族
に
高
校
生
、
大
学
生
が
い
る

場
合
）
な
ど

※
保
育
所
入
所
申
込
書
・
課
税
等
の

状
況
確
認
同
意
書
、
就
労
証
明
書
、

診
断
書
の
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課

児
童
育
成
係
（
市
役
所
１
階
、
窓
口

108
）、
岩
木
総
合
支
所
民
生
課
健
康

福
祉
係
、
相
馬
総
合
支
所
民
生
課
健

康
福
祉
係
、
各
保
育
所
に
用
意
。

■
保
育
料
の
認
定
方
法　

保
育
料

は
、
原
則
と
し
て
父
母
の
前
年
分
所

得
税
額
の
合
計
額
お
よ
び
前
年
度

市
町
村
民
税
額
で
決
定
し
ま
す
。
た

だ
し
、
世
帯
状
況
に
よ
っ
て
は
、
父

母
以
外
の
同
居
し
て
い
る
祖
父
母

な
ど
の
課
税
額
を
加
算
し
て
認
定

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
で
配
布
す

る
入
所
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
受
付
日
程
・
場
所

▽
と　

き　

平
成
23
年
１
月
４
日

地
区

保
育
所
（
園
）
名　

（
住
所
）

旧
市
内

な
か
よ
し
保
育
園
（
西
茂
森
２
丁
目
）

木
の
実
保
育
園
（
新
寺
町
）

弘
前
す
み
れ
保
育
園
（
野
田
２
丁
目
）

弘
前
す
み
れ
保
育
園
こ
ど
も
の
櫓 

（
北
横
町
）

つ
が
る
保
育
園
（
堅
田
３
丁
目
）

弘
前
保
育
所
（
田
町
３
丁
目
）

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
（
田
町
５
丁
目
）

サ
ム
エ
ル
保
育
園
（
鷹
匠
町
）

城
西
保
育
園
（
西
大
工
町
）

富
士
見
保
育
所
（
紺
屋
町
）

ダ
ビ
デ
保
育
園
（
城
西
２
丁
目
）

寒
沢
保
育
園
（
寒
沢
町
）

桔
梗
野
保
育
所
（
桔
梗
野
３
丁
目
）

新
里
保
育
園
駅
前
分
園
（
大
町
３
丁
目
）

よ
つ
ば
保
育
園
（
南
大
町
１
丁
目
）

み
ど
り
保
育
園
（
御
幸
町
）

り
ん
ご
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム
（
豊
原
１
丁
目
）

花
園
保
育
園
（
豊
原
１
丁
目
）

地
区

保
育
所
（
園
）
名　

（
住
所
）

小
沢

や
ま
ぶ
き
保
育
園
（
常
盤
坂
４
丁
目
）

小
沢
保
育
園
（
小
沢
字
沢
田
）

青
柳
保
育
園
（
悪
戸
字
村
元
）

桜
ヶ
丘
保
育
園
（
桜
ヶ
丘
４
丁
目
）

大
開
保
育
園
（
大
開
２
丁
目
）

和
徳

静
修
保
育
園
（
津
賀
野
字
岡
本
）

明
誠
保
育
園
（
撫
牛
子
３
丁
目
）

養
正
保
育
所
（
清
野
袋
１
丁
目
）

す
み
れ
乳
児
保
育
園
（
青
山
５
丁
目
）

豊
田

新
里
保
育
園
（
新
里
字
中
樋
田
）

保
育
園
み
の
り
（
福
村
字
新
舘
添
）

み
の
り
第
２
保
育
園
（
早
稲
田
１
丁
目
）

大
東
保
育
園
（
小
比
内
５
丁
目
）

城
東

め
ぐ
み
保
育
園
（
城
東
２
丁
目
）

城
東
保
育
園
（
稲
田
２
丁
目
）

豊
田
保
育
所
（
高
田
１
丁
目
）

ひ
か
り
保
育
園
（
松
ヶ
枝
２
丁
目
）

ひ
が
し
保
育
園
（
外
崎
３
丁
目
）

堀
越

隆
親
保
育
園
（
門
外
１
丁
目
）

堀
越
保
育
園
（
堀
越
字
柳
元
）

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
松
原
東
４
丁
目
）

若
草
保
育
園
（
広
野
２
丁
目
）

ふ
た
ば
保
育
園
（
取
上
３
丁
目
）

桜
ヶ
丘
保
育
園
分
園
（
清
原
１
丁
目
）

弘
前
大
清
水
保
育
園
（
清
原
４
丁
目
）

い
ず
み
の
保
育
園
（
泉
野
４
丁
目
）

千
年

城
南
保
育
園
（
城
南
１
丁
目
）

ま
つ
ば
保
育
園
（
松
木
平
字
富
永
）

み
つ
ば
保
育
園
（
大
和
沢
字
沢
田
）

ち
と
せ
保
育
園
（
千
年
２
丁
目
）

藤
代

ふ
じ
保
育
園
（
藤
代
１
丁
目
）

致
遠
保
育
園
（
浜
の
町
東
２
丁
目
）

サ
ン
保
育
園
（
浜
の
町
東
４
丁
目
）

藤
代
保
育
園
（
石
渡
１
丁
目
）

東
目
屋

く
に
よ
し
保
育
園
（
国
吉
字
村
元
）

な
か
の
保
育
園
（
中
野
字
山
下
）

船
沢

船
沢
保
育
園
（
細
越
字
早
稲
田
）

高
杉

と
っ
こ
保
育
園
（
独
狐
字
松
ヶ
沢
）

高
杉
保
育
園
（
高
杉
字
五
反
田
）

裾
野

こ
ひ
つ
じ
保
育
園
（
楢
木
字
用
田
）

す
そ
の
保
育
園
（
大
森
字
勝
山
）

新
和

青
女
子
保
育
園
（
青
女
子
字
桜
苅
）

石
川

石
川
保
育
園
（
石
川
字
西
舘
下
）

大
沢
保
育
園
（
大
沢
字
梨
子
平
）

岩
木

大
浦
保
育
所
（
賀
田
２
丁
目
）

百
沢
保
育
所
（
百
沢
字
寺
沢
）

鳥
井
野
保
育
所
（
鳥
井
野
字
長
田
）

真
土
保
育
園
（
真
土
字
苅
田
）

岳
暘
保
育
園
（
宮
地
字
川
添
）

相
馬

相
馬
保
育
所
（
紙
漉
沢
字
山
越
）

平成 23年度保育所入所希望者を受け付け平成平成 2323 年度保育所入所希望者を受け付け年度保育所入所希望者を受け付け

〜
31
日
の
平
日
、
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
課
児
童

育
成
係
、
岩
木
総
合
支
所
民
生
課
健

康
福
祉
係
、
相
馬
総
合
支
所
民
生
課

健
康
福
祉
係

※
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
に
対

し
て
、１
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

に
、
子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
３
月
15
日
ま
で
で

き
ま
す
が
、
１
月
中
の
申
込
者
で
希

望
す
る
保
育
所
が
定
員
に
達
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１
月
中
の

申
し
込
み
を
。

▽
注　

意　

申
し
込
み
に
は
、
お
子

さ
ん
や
家
庭
の
状
況
に
詳
し
い
人

が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
児
童
育
成
係
（
☎
35
・
１
１
３
１
）

／
岩
木
総
合
支
所
民
生
課
健
康
福

祉
係
（
☎
82
・
１
６
２
８
）
／
相
馬

総
合
支
所
民
生
課
健
康
福
祉
係
（
☎

84
・
２
１
１
１
、
内
線
８
３
４
）

動くどうぶつで遊ぼう !!動くどうぶつで遊ぼう !!
「冬休み子ども創作講座」「冬休み子ども創作講座」
　
　県産材を使った「どうぶつ」のおもし

ろ木工作りです。

▽と　き　平成 23年１月８日（土）

　　　　　午後１時～３時

▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）

２階大会議室

▽内　容　小学校３年生以下＝うさぎの

親子、４年生以上＝動っくま！

▽対　象　小学生と参加を希望する保護

者

▽定員（教材数）　小学校３年生以下＝ 40
人、４年生以上＝ 30人（いずれも先着順）

▽参加料　500円（材料費として当日徴収）

▽持ち物　手ふき用タオル

▽申し込み方法　ファクスかＥメール（住

所・氏名・学年・電話番号・教材数を記入）

で、１月６日までに申し込んでください。

▽問い合わせ・申込先　中央公民館（☎

33・6561、ファクス 33・4490、Ｅメー

ル chuuoukou@city.hirosaki.lg.jp）

※火曜日は休館日です。

有 料 広 告 有 料 広 告



あ
な
た
の
健
康
、
大
丈
夫
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・　

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

22…　広報ひろさき　平成２２年１２月１日号

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

23

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

検
診
の
受
診
を

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
（
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

12
月
13
日
〜
18
日
、

平
成
23
年
１
月
11
日
・
12
日

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

12
月
17
日
（
金
）

※
乳
幼
児
10
人
ま
で
託
児
あ
り
。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
け
付
け
開
始　

12
月
６
日
、

午
前
８
時
半
〜

【
検
診
車
に
よ
る
子
宮
・
乳
が
ん

集
団
検
診
】

　

本
年
度
の
子
宮
・
乳
が
ん
集
団

検
診
は
、
次
の
日
程
で
終
了
し
ま

す
。
ま
だ
、
受
診
し
て
い
な
い
対

象
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
と　

き　

12
月
14
日
（
受
付
＝

正
午
〜
午
後
１
時
）、
平
成
23
年

１
月
16
日
（
受
付
＝
午
前
９
時
〜

10
時
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
女
性

で
、
年
度
内
に
偶
数
歳
に
達
す
る

人▽
内　

容　

子
宮
頸
部
が
ん
・
乳

が
ん
検
診

▽
定　

員　

各
日
80
人

▽
料　

金　

各
７
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
各
３
５
０
円
、
70

歳
以
上
の
人
は
無
料
）

▽
申
込
先　

受
診
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
。

【
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、

骨
密
度
検
診
、
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す

る
場
合
は
、
直
接
、
医
療
機
関
へ

「
市
の
検
診
」
と
伝
え
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
検
診
な
ど
の
料
金
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
確
認
す
る

か
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
各
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
を
除
く
）
で
、
料
金
は

無
料
で
す
。

　

な
お
、
発
熱
な
ど
体
調
不
良
の

場
合
は
、
次
回
に
受
診
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
12
月
21
日
・
22
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
21
年
６
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
12
月
８
日
・
９
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
19
年
５
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
12
月
15
日
・
16
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。
対
象
児
（
平
成
20

年
６
月
生
ま
れ
）
に
は
通
知
し
ま

す
。

離 

乳 

食 

教 

室

▽
と　

き　

12
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

離
乳
食
グ
ル
ー
プ
レ

ッ
ス
ン
／
ミ
ニ
講
話
（
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
み

が
き
）
／
身
長
・
体
重
測
定
／
育

児
相
談

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
平
成
22

年
７
月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

12
月
８
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

ベ 

ビ 

ー 

相 

談

▽
と　

き　

12
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

※
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

育
児
相
談
／
身
長
・

体
重
測
定
／
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
嶋
敬
子
さ
ん
の
ミ
ニ
講
話
（
午

後
１
時
半
〜
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
乳
児

（
１
歳
未
満
）
と
そ
の
家
族

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

12
月
６
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。

　

予
診
票
が
な
い
人
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
＝
生
後
３
か

月
〜
７
歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初

回
は
20
日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接

種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
本
脳
炎
】

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間
に
当
た
る
人
（
３
歳
〜
４
歳
未

満
）
は
、
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
に
当

た
る
３
歳
の
人
は
、
初
回
接
種
を

早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
１
期

初
回
は
６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２

回
接
種
）。

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
平
成
17
年
の
積
極
的
な
勧
奨
の

差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
機
会
を

逃
し
た
人
も
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
料
金
は

無
料
で
す
。

▽
対　

象　

生
後
６
か
月
〜
７
歳

６
か
月
未
満
の
人
お
よ
び
９
歳
〜

13
歳
未
満
の
人

①
第
１
期
の
初
回
接
種
の
う
ち
、

１
回
接
種
を
受
け
た
人
は
、
６
日

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、
残
り
の

２
回
接
種
を
行
う

②
第
１
期
の
初
回
接
種
を
受
け
た

人
は
、
残
り
１
回
接
種
を
行
う

③
第
１
期
予
防
接
種
を
全
く
受
け

て
い
な
い
９
歳
〜
13
歳
未
満
の
人

は
３
回
接
種
を
行
う

※
７
歳
６
か
月
〜
９
歳
未
満
の
人

は
、
９
歳
に
な
っ
た
ら
13
歳
未
満

の
間
に
接
種
で
き
ま
す
。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽と　き　12月 11日（土）

　　　　　午後２時～

▽ところ　ベストウェスタ

ンホテルニューシティ弘前

（大町１丁目）３階プレミ

アホール

▽内　容　講演「世界一への道のり～次

世代へつなげ、夢と感動を～」…講師・

斎藤春香さん（ソフトボール女子日本代

表監督）

▽対　象　市　民

▽定　員　300 人

※事前の申し込みは不要。定員になり次

第締め切ります。

▽入場料　無　料

▽問い合わせ先　弘前市医師会（☎
32・2371）

こころこころのの健康相談健康相談
　弘前市保健センターでは、本人や家族の心の悩み

について、保健師が面接して相談に応じています。

秘密は厳守します。希望する人は事前に電話で申し

込みを。相談は無料です。

▽ 12月・１月の相談日

12 月＝ 14 日（火）

１月＝ 11日（火）・25日（火）

※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽対　象　市　民

※「こころの病気」の治療をしていない人を優先し

ます。現在治療している人は、まず主治医に相談を。

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日曜

日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎

37・3750）

第８回津軽健康大学



編 集 発 行／弘前市市民環境部広報広聴課　〒036-8551　弘前市大字上白銀町1-1　☎35・1111　ファクス 35・0080
ホームページ   http://www.city.hirosaki.aomori.jp/　　　   　　　　　毎月１日・15 日発行　早期配布にご協力を

東
京
〜
新
青
森
駅
間「
は
や
て
」

15
往
復
、
最
速
３
時
間
20
分
！

　

現
行
の
東
京
〜
八
戸
駅
間
運
転

の
「
は
や
て
」
が
、
新
青
森
駅
ま

で
延
伸
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
仙
台
〜
新
青
森
駅

間
お
よ
び
盛
岡
〜
新
青
森
駅
間

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
往
復
の
「
は
や

て
」
が
運
転
さ
れ
ま
す
。

　

最
速
の
「
は
や
て
」
で
は
、
上

り
列
車
で
新
青
森
駅
〜
東
京
間
が

３
時
間
20
分
、
下
り
列
車
で
東
京

〜
新
青
森
駅
間
が
３
時
間
23
分
で

結
ば
れ
、
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

※
開
業
時
の
「
は
や
て
」
は
、
全

て
Ｅ
２
系
10
両
編
成
、
定
員
８
１

４
席
（
グ
リ
ー
ン
車
51
席
、
普
通

車
７
６
３
席
）で
運
転
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
は
や
ぶ
さ
」（
Ｅ
５
系
）は
、

平
成
23
年
３
月
５
日
か
ら
運
転
さ

れ
ま
す
。

☆
青
森
・
弘
前
方
面
へ
の
時
間
大

幅
短
縮
！

　

八
戸
駅
で
の
乗
換
え
解
消
な
ど

に
よ
り
、
東
京
か
ら
の
最
速
列
車

は
、
新
青
森
駅
ま
で
36
分
、
弘
前

駅
ま
で
27
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

☆
新
た
な
特
急
体
系
構
築
！

　

弘
前
・
大
館
・
秋
田
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
特
急
「
つ
が

る
」
が
青
森
駅
〜
秋
田
間
に
１
日

４
往
復
運
転
さ
れ
る
ほ
か
、
青
森

駅
〜
大
館
間
に
１
日
２
往
復
運
転

さ
れ
ま
す
。

※
奥
羽
本
線
の
特
急
列
車
の
愛
称

名
が
「
つ
が
る
」
に
統
一
さ
れ
、

青
森
駅
〜
新
青
森
駅
〜
秋
田
間
を

運
転
し
ま
す
。

☆
新
型
の「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」

を
導
入
！

　

12
月
４
日
の
新
青
森
開
業
に
合

わ
せ
て
、
五
能
線
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
「
新
型

リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
（
青
池
）」が

導
入
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
車
両
は
、
燃
費
の
向
上
や

騒
音
の
低
減
な
ど
、
環
境
に
や
さ

し
い
次
世
代
型
の
車
両
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
は
４

両
編
成
で
す
。
運
転
日
に
つ
い
て

は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
東
京
〜
新
青
森
駅
間
の
運
賃

は
、
１
万
６
３
７
０
円
！

　

主
な
区
間
の
特
急
料
金
は
、
東

京
〜
新
青
森
駅
間
６
５
０
０
円
、

仙
台
〜
新
青
森
駅
間
４
６
１
０
円

（
大
人
・
通
常
期
指
定
席
）
で
す
。

運
賃
・
特
急
料
金
の
合
計
は
、
東

京
〜
新
青
森
駅
間
１
万
６
３
７
０

円
、
仙
台
〜
新
青
森
駅
間
１
万
７

０
０
円
で
、
東
京
〜
新
青
森
駅
間

で
は
、
現
行
よ
り
５
２
０
円
安
く

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ｒ
東
日
本

秋
田
支
社
運
輸
部
販
売
促
進
課

（
☎
秋
田
018
・
834
・
６
３
７
３
）

【
東
北
新
幹
線
新
青
森
開
業

　

イ
ベ
ン
ト
in
弘
前
の
お
知
ら
せ
】

▽
と　

き　

12
月
４
日
・
５
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
４
日
は
、
一
部
午
後
６
時
半
ま

で
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
駅
自
由
通
路
お

よ
び
駅
前
広
場

▽
内　

容　

①
三
味
線
で
お
出
迎
え（
初
日
は
、

大
合
奏
あ
り
）　

②
弘
前
の
じ
ょ
っ
ぱ
り
ス
ピ
リ
ッ

ト
で
お
出
迎
え
（
４
日
の
み
、
じ

ょ
っ
ぱ
り
大
太
鼓
お
よ
び
巨
大
ア

ッ
プ
ル
パ
イ
の
ふ
る
ま
い
）　

③
絵
入
り
り
ん
ご
の
配
布
（
４
日

の
み
、
限
定
２
０
０
個
）　

④
け
の
汁
、
ヒ
ラ
メ
の
寿
司
、
ホ

ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
の
ふ
る

ま
い

⑤
広
域
の
観
光
協
会
（
津
軽
・
北

秋
地
域
）に
よ
る
Ｐ
Ｒ
・
物
産
販
売

⑥
り
ん
ご
の
販
売　

⑦
駅
中
コ
ン
サ
ー
ト
・
地
下
道
ラ

イ
ブ　

⑧
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
映
画
「
津
軽

百
年
食
堂
」、
街
歩
き
、
弘
前
城

築
城
400
年
祭
）　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
駅
自
由

通
路
等
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
実
行

委
員
会
（
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
事
務
局
内
、
☎
35
・
３

１
３
１
）

２０１１年３月５日２０１１年３月５日　　東北新幹線「はやぶさ」東北新幹線「はやぶさ」
新型高速新幹線車両（Ｅ５系）でデビュー！新型高速新幹線車両（Ｅ５系）でデビュー！

Ｅ５系車両を３編成（東京～新青森駅間
２往復、東京～仙台間１往復）で運転します。

国内営業最高速度時速３００ｋｍでの運転を予定しており、
東京～新青森間の所要時間は、３時間 10分を見込んでいます。

ので間にてり３〜結が※て４車な平れ☆幅には駅☆

１２月４日 東北新幹線新青森開業１２月４日 東北新幹線新青森開業

広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


